
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年２月１５日                NO,４２８ 

 

 新年度予算や補正予算、予算関連条例などを審議する

３月定例市議会は、３月３日開会予定です。 

 ３月定例市議会の日程は、２月２６日開かれる予定の

議会運営委員会で決まりますが、請願の提出は、２月２

５日正午までにお願いします。 

  

 横山市長は１０日、一般会計総額２１４億４，８５１万円の新年度予算

（案）を発表しました。 

 新年度予算は、横山市長がはじめて手がけた予算（案）で「明日の沼田

をつくる元気みらい創造予算」と銘打たれ、前年度対比２．７％増の予算

となり、国の経済対策を受けた補正予算１億５，０００万円とあわせ多１

３カ月予算とし、合計で２１６億円（前年度対比３．４％増）の予算とな

ります。 

 新規事業としては、子育て相談の窓口となる「子育てコンシェルジュ」

沼田城の発掘調査、沼田市にゆかりのある芸術家の作品の発掘、消防ポン

プ自動車の購入、腎機能検査、プレミアム付商品券の発行（補正予算）、起

業塾の創設（補正予算）などがあります。 

 ４月から白沢町と利根町の振興局が廃止され支所となり、白沢町支所で

は申請を受け付ける窓口業務の生活係と農業などを担当する地域係の２係

が設置され、利根支所では白沢支所と同じ２係と観光を担当する観光係の

３係が設置され、教育支所も廃止されます。 

 グリーンベル２１の利活用を検討するためのグリーンベル２１活用推進

課、農産物の６次産業化とブランド化をすすめるための６次産業化推進室

が農林課に設置されます。 

    鷺石橋 

 現在の鷺石橋は、昭和 

４年（１９２９）に架け 

られた橋で、群馬県内に 

唯一残る「鋼プラットト 

ラス橋梁」です。 

 「プラットトラス」は、 

トラス形式の橋梁の一種 

で、斜材が逆ハの字に組まれて、中央部に対材が入る構造とな

っています。（下の写真の左側） 

 鷺石橋が最初に架けられたのは、明治１８年（１８８５）で、

高崎から長岡までの清水峠越えの国道開通に合わせて木製の

橋が作られましたが、その橋は明治２９年（１８９６）の洪水

で流されてしまいました。 

 鷺石橋には、「前橋へ三十四」（前橋まで３４キロ）の標識が

残されているなど、貴重な近代産業の遺産ともいえます。 

                     国道１７号に

架かる「新鷺石

橋」は、昭和４

５年（１９７０）

に完成しまし

た。 

 第２１回沼田市生涯学習フェスティバル・第４４回公

民館まつりが６日～８日までの３日間、中央公民館で開

かれました。 

 中央公民館で活動している団体を中心に、６２団体、 

                約７００人が作品

展示や舞台発表を

おこないました。 

                 ８日には、柳波賞

の表彰式とピータ

ー・フランクルさん

の記念講演がおこ

なわれました。 
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し
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議
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き
、
安
全
保
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権
利
」
と
定
義
し
、
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の
行
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は
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法
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な
い
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と
し
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き
ま
し
た
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こ
の
憲
法
解
釈
を
変
え
、
日
本
を
戦
争
す
る
国
へ
と
突
き
進
ま
せ
よ
う
と
い
う
の
が 

昨
年
の
「
閣
議
決
定
」
で
、
こ
の
「
閣
議
決
定
」
を
撤
回
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
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